
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

長期予報研究
-o

 

f
 

t
 

-T
 

O
 '

 
'
 
'
 

t
 '

 
， 

t 

クローズベ‘Yター
、、

d 第 4巻第 2号

目次

プロッキング現象Kついて

村上多喜雄。渡辺正雄 1 

晶画F

極東Kおけるプロッキング活動の統計的調査

佐 々木 良一 - ・0 ・…… 26

196 5年 12月

L. F.クトループ。



白‘、
主、 L

、ー

¥ 

， 、

，，~ 

』押"，-"f. 品 -{f.:."..

ブ ロ ッ キ ン グ 現 象Kついて

一一主として大気大循環的立場より見て一一

村上多喜雄 ・ 渡辺正雄

来年2月の長期予報衡す会では重要な課題かっとしてプロッキングが発場して〈るものと思

われる。プロツキY グについて従来どのよ弓な事柄が半IJっている(1功、またこれからどんな点を

ねらっていったらよいのであろ吋aといった問題を長期予報管理官室の談話会で帽すしてみよう

とめうことになった.話題提供の意味で気象研究所の村上多喜雄がH 大気大謂環的にみたプロヴ

キY グ。と題する講演を行い.これを中心にして皆で討論をした。この小文は講演と討論のあら

ましを渡辺正雄 (.'，長草野報管理官室〉がまとめたものである，なお村上がととろどころ加議し

た噂話題が多岐にわたっていたこと b 想散を入れながら5繍が行われた事項が多かったので集

約することは容易ではなししたがって散漫なものになってしまったようだ。教科容を読むとい

う気持ちでな<.新閣の三面記事をながめるというような気分で読んでいただきたい。

プロヴキング現象とは

話しの順序として，これから述ペる考察の対象の実体を先づ明確に示る必そ要がある，それで

は N プロッキンゲとは何かH となると.そのa告finitioちは狭義の時、の£広義のものと種

々あり，必ずしも完全に H これだ H というものは現在のところ見当らない。したがって明確と

いうよりは概括的にはなるがこれからのペる H プロッキング現象 H とは次のように三替えること

にする。

中緯度から高緯度にかけては低気圧. トラフ，高気圧，リツヂなどの東進がとまったり，あ

るいは高気庄などの気圧系の中心の東進が備前a-.rる場合がある。このような場合，索慨圏の高

いところにまで及んでいる高気圧が介在していて，東進して来る気圧系のお〈れや偏向現象を

おこしている.大気の流れの方から見ると. Zonalな流れが顕著であった循環が;北向きと南ー

向きに分滅するようになって. M e r i d i. 0 na 1な循環に変っているe このような傾向はかな

句長時間持続することがある.

ら1I:の条件に即応する現象をプロツキy グと呼ぶことにする。

顕捕の輸送hJの役割について

きて大気の流れの Interruption をおこすプロッキング高気圧の形成の本論に入る前

に，対琉蝿内における大気のブJ学的考察から話しを始める.

大気の滑れをおこすもっとも基本的な原動力は太錫から入射して来る熱であるa この熱が地
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球上の大気にどのように作用するかを知ることによって，大体め動ぎを把握することができる

その意味で，温度分布は太陽からの人射熱と大気との相互作用の結果を示すーっの量で，これ

から述べる内容の基本をなす.大気の平均状態(平衡)における温度分布は夏と冬とではその

Pa七七ern は異なるが.大雑把には極が低温，赤道が高温の中心である，一方熱源分布は第

1図に示すように.低緯度では熱源 (Hea七 SOUrce ).高緯度では冷源 (cold sink) 

〆ーご ーー唾

¥ 

第 1図 冷熱源と初期の対耀

である唱したがってここに Aardley type の平午商循環，つまり矢印のような流れがま

ず出現する筈である小この流れによって熱が輸送され識の期扮が行なわれ，温度傾度を解消

しようと働いている"これはあくまで北畠本的に考えられる芳一次的な flOw-pa右℃白 rnで

あって，現実の大気の MOd円1ではこのような簡単な模様ではない，現実的な平午面循環を推
自 i-r " 

察するために，じよう乱による顕熱の輸送hvを見ょう.， ~2 図が1Í. v( y )の図である
ーァ7 つ，..，

図中で{jnv は次のような量であるo ollv' =iIv (y +6 y) -1Iv (刊で{顕熱の
ヮー?

内 U七flow一顧熱のlnfl0w} の意味，したがってdhV>Oは熱の出て行く量が大きい

7回一rということで，そこの場所は冷却される "olli<OはWarmi ngである， .0 主y孟600N

" 付近までは連続して on¥i>Oで conling.6 OON -pol eまではOhVぐ OでWa.rming
θ -ri 

の領域である。とのことは一宮Y hv の曲線を見ればうなづけられよう
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君7 2図 dすの分布

300N 

f注:低緯度地域でZ17が負，すなわち南向ぎになっていることに注意していただきたい。こ

れは冬の状態である。冬期には赤道をこえて北半球から南半球へ顕熱が運ばれる。水蒸気も同

様に南半球へ遷ばれる.これらは南半球の夏の循環にみかけ上の熱源として作用する.北半球

が夏.南半球が冬の時は逆に踊熱も潜熱も南半球から北半球へ向けて運ばれている，このこと

は両半球の文換を表わし.大循環の数値実験を行う場合にも忘れてはならないととであるo ) 

別な見方をすれば一£ ZVは仮想的な鰍冷源を加えることに該当する。 5σN付近で

は仮想的な冷源. 7 O"N 付近では仮想的熱源が先の基本的熱源，冷源に加わることになる.

したがって. 3 0 oN付近では冷源であるので下降気機. 7 QON 付近では熱源となるので上

昇気流の平午面循環がHa.rdly 七ype Iこ加わり，結果として~71 図の単純なHard1y

o ircu1atiOn はう~， 3 隠1のような 3-0e11の循環に変ってくる.中緯度に現われている
づ四7

間接循環はこのようにして形成されたもので.顕熱の北向舎の事務送lIv>OI;';.盛んな程間接循

環は強まって来る.
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方7 3図 3つの循環細胞

なおE7'が大きいほどじょう乱の強さfJ壮大き〈させる性質をもっている・じよう乱の強さ

事 (後述:最後崎官を参照】は大気の縮れの蛇行状態を示すものとも考えられるので，北向 ι

煮の熱輸送が大きくなって来ると.高緯度維持では担任れがMeand er i'ngをおこし.このた

め POlar highがもぎれて寒気がOu七 burotする結果となる句

" らしとのことから推護持されるように，顕熱の輸送hvは大気の椛れの状態を表わす便利にしてh

かなり1重要な物浮量である.
法当・，

、Zマの変動について
、、隣炉

大気の流れが時々刻身変動するとともに・これに follnwして熱輸送Zすも変動する，模

式的に図示すると方4関のようで.変動の周期に 10日-20臼のものが見られるι所謂 1n-

dex cァcle程度のものである.変動の大きい傾向は秋から冬にかけては矢印のように増大

の傾向をたどる，
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『戸 ZFの周期的変動学 4図 i

という考え方をすれば. Mea'nd~ring も 1 0日.....20日の開較でお安て良い筈dJ∞く戸

burst~，この Peviod でおきても差支えないと

ジベリヤ高笥庄の形成

νベ lJヤ高気圧は大陸上の頼射冷却によって発生すると考えられていた，もちろんこの考え

は正しい。しかしヒマラヤ山塊がなかったら(あるいわ初期の数値予報で考えられていた小田

原健灯式の山でお者かえてしまうと )νベリヤ高気圧はなかなか発生しに〈い(強くならない】

で，寒気の ont

T 

1:';， 

;... ~ 

ことがMin七z・-Arakawaの数値実験で明らかになった。これは山がないと唱のイ yド洋

から顕熱が自由に護ばれて来て.大陸上の COOlingを倒殺してしまうためである，

現実のように所定の地域にヒマラヤ山脈を設けておくと fθ 一必標をmいてし海からの額熱

の輪送!lifがヒマ号ヤ山脈によってさえぎられ，て，中薗ーνベリヤ大盤まではReat. transf'1町

が&はない.このような状態でR'3asonabl'3 H唖diationで冷却すると.その effec主

によってνベリヤ高気圧が村主成されるようにがった.勿論これは冬の場合での話しである.

~hω 

h 砂

と=田守

1 

v 

FIa込iationcooli:ng 

/ 〆

呼:、〆
¥ 

K、

〆

， 

νベリア高気圧の形式とヒマラヤ山脈の役割り
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シベリヤ高気圧の消長

冬期，本邦においては三寒四温のような周期的現象が現われる ζとが多い.これはレベリヤ

高気圧が強くなったり，弱〈なったりするからである.ζのようにシベザヤ高気圧の H 周期的ゲ

な消長の起因となるものは熱の輸送が大きな役割を演じている.放射冷却によって形成された

シベリヤ高気圧はたえず 0001ingによって成長するが，ある Critica1 valu自に達

すると，高気圧のー脅仰;CU七一Off してまた元の状態に戻る.

この "Cu七一Off移動高H を生成せしめるある臨界値は大気の流れの状態によって決まるも

のと恵はれる。矛6聞にしめすように冬期は太平洋には熱源.大陸上には冷源がある，海から

大陸に向つての熱の輸送がある筈である"冷たいむベリヤ高気圧がちぎれて東に移効すること

tま・相対的にみれ崎援気が西え運ばれたことと同じである。学4図で述べたようにzrの変動

iこともなって寒気の氾濫が起ったと全く同様に.者ア 6図では東西方向の毒品輸送とレベリヤ高の

消長が結びついているはずである。

.... ーー圃ー

C1i七 --off移動高

山?をJ
;..，;・..::~・'.，:':;~~~:;:... 

~~':::;;.)♂戸会Y与} ーーー目今
";~i;:指示，

き 6図 移動高と熱輸送

以上の事柄から推察されるように.大気の鮒もの変動を支配する要因としてはま子学ーに熱

鵠誌をあげなければならないだろう 一方後述すあようにグロ‘ゾキ Y グはきわめて大#な北向

きの顕熱輸送を伴って.南北の熱傾!空を解消するもっとも効果的な現象である，この顕熱輸送

は波数2• 3の起長波によって行われ害、，

J.S.Win日tOnの研究

プロヴ;:1:.;.-夕現象の生成に大きな役割をもっ顕熱の輸送 h vは極度の寓北樹皮に左右される

ごとカ明った.前にも述べたように→般に楓度傾度は北向舎に傾斜していをとつまり θむ待d
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である.冬期になるとこの蹴傾度は強〈なってくるのも北向容の顕熱の輸送汗>0叫

んになって来る。これを別な見方をすれば，平踊場の有効位置平手Jレ子一会必J喝じよう乱の

斎効位置ヱネルギ-AJLへの変換する量が大手Eいということを意味する。説明を簡単にするた

めに簡単化したモデルを考えると

{同凶 作与 す努

となる、 Tはかけコ何百でも良し、.とこでは{Az.AE} はA~AE の r_ J.."(鳴し
-回，幽岡崎且ー

J.S .Wi nst Onは最近北半球の資料を使って.有効位置エネルギー.運動エネJν£ーおよ

び {AZ.AE}などのような変換量を計算し.季節変化を調べた。この報告がM円 u七h.Wea-

ther.Rev yol .93，.fo:4 1.9 65年4月に掲載されているので関係している所だけを紹

介する内北半球の毎日の85.O.mbと5U O.mbの高度から有効位置エネル:!::-Az. A~ を計

君7 7悶 Az. Ali:の変動とプロッキング

'¥  
算した4辺 健L品製lablepo七四.tia.J.明度二場担翠yp.~:ぬilab:1 6 rutontial a附 官 で

dtらの10日平均僚をヴPロットl;;t::.P効鞠7図勺ある。 AZも却も季節変動をしており，夏は最少で制σ£

ると最大IfCtCJ官、る。 この傾向は大体似ているが，年によっては M こ宮ぎみM の変動は異なり

規則的の場合と Sharpに変る場合とが見られる.， 1 9 6 2年から 19 63年にかけての変動

に着目すると. AZは 10月頃から IndexCycle穆.度の大体 20日開期で握動を繰返し

乍らi省大の一途をたどり.12月の中旬にPeak になったとたん急に減少している，しかも

モの滅金量もかなり大きい'> 1月の上旬はAZは極小になっており. AEは逆Eこ急に増大して

極対査を示しているへこれは{A -z. AE}の変換がかなり昼時に行なわれていることで，じよ
-ri 

う乱の喰ヌ42.ひいては顕熱の北向者の輸送hすが盛んになっていることを示している.

-7-
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T度.Azが急にdrop し始めた頃から大規模なプ口、vキYグ現象が形成され，世界的f;fじ

半球、に異常寒冬をもたらした 19 63年 1月の模様である。

l .0 

大気の涜れをおこすDriving FO¥Tceは大気自身に与えられる熱Qである.前節で述べ

たように.低鵠度では熱源Q話O.高練度では冷源 Q<Oである h例を 1月にとって模式的に

図示すると学8図のように Z円nal meanされた百の分布(地討dionaJ.'di前討lrit10n

におけるブ洋的考察Bl 0 ck ing 

〉

のようになる.との Q-Meridional P.rofileはたえず変動し℃おり，暖候期から呉

儀期になるU亡したがって中練度における 0・写/oyの傾斜は除々に強〈おってくる.

との官の分布の変動Kよって，温度場.風の場なども fOllo;vして変動して来る.これらの
r 

)~~ 

匂5・

1月〈朝倉、片山)

相互関係を示すと.次のよう K現わされる一

2'.onru rr防犯されたQの分布(吉宮3図

九

理組

Eq 

，.・

-7司 7
h.，¥，" 一T

一y

唖

O
五
υ

子

一一主ー:.:::..ー

， ， 
、ωa

I 争
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ととで ;Az:Zonal Available Pot自nti ~l Energy.。古/f1p :V 9 r"t; i c a 1 

Wi nd sh目ar.32:vert1cal Hea-b・七ranster'，である。 司 ， 

傾E不安定理論によると甫北の温度傾度e)"T/θyが大雪くなると(t h e r ma 1 w i n dに

よると風の垂直ルヤーθ立/apも同時K大脅くなる). Azも大きくなり.とれらの最がある
--r-r 

臨界値t1:達すると主として波数5-7の傾圧不安定波が発達して hvが大雪〈なり. Azから

AEへのポテンシヤルエネルギーの涜れが大き〈なり，したがってる 2( AE) が大雪〈なる.

またdfZが大会くなってK:mが摺大し擾乱は発達するe ところがZすによって多最の熱を南か

ら北へ運ぶと南北の温度傾向θ'oiVayがゆるくなり，レヤ-eiu/a'Pも11、きくなって標乱は安
ー，ーァ

定になってしまう.安定な擾乱は荷向ぎに熱な選び (hv<。、-再び南北の温度傾度を強め

ていく.あるていど以上θT/f)yが大脅〈なると懐乱は再び不凌定(tCなってくる.

第?図. Z7の経過

I ， 雪 l2 " 
このようt1:h i ( V'， T" .ωσ )l:t:.:JlJ.識しながら変化する。このような周期的な変動は実

際の大気中でも存在するa者79図にこの模様をしめした司大きな trendにのって現われてい

る周期的変動はイ Y ヂクスサイクルK対応している.このようなわけでイングクヌサイクルは

主として波数 5-7の移動性擾乱Kよるものと思われる.

夏から冬Kかけて南北の熱的i頃度が場大し・々れに伴ってθ守/9yd立が犠大してい<.

これが司令?閣にしめしたtrendである.しかしどこまでも増加するわけではなく.通常赤7

図にも示したように 1月下旬から 2月頃になると急に減少し始める.との識少はイ yヂクスサ

イクJレでir7が正の極値K遣した時に同時に起るようである「付上)..Tr e ndが下降を始め

る時にプロツキY グが起る.イ yデタスサイクJレは波数 5-7の慣乱が主役であるが，七回nd

が下降すると合のプロツキ:(グは波数 2-3の趨長波が主役である，プロ‘7キy ゲが起ると寒

気は大きく中緯度Kまで氾濫し，暖気は遠く高緯度にまで迭する s すなわち大きな顕熱の北向

-9-
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_(; ..1 加.， γ ♂マト
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き輸送が起って，冬中貯わえ続けられていたポテンシヤルエネルギーをー挙に解消してしまう.

プロツ忌 y 勺't南北の熱の不均衡を解消するもっとも媛県的な現象である.

成層闘の突然昇温現象は対揖歯でのプ回、Yキングに大変似た現象である勾極度ジェットの周

りのポテ;;/.VヤJレエネJレギーは冬中貯わえ続けられ.ある極値K達した時 sudden

が起り. • w a r m i ng h i g hが高緯度に移動して(顕熱を北へ鍾んだことになる 3温度傾度を

解消してしまう.突然昇温の主役は波数2...;，.3の超長波である{村上〉。

war凪 .ng

プロヴキ Yグ現象の数値実験

phi.lli-ps の実験以後，最近までの所多〈の人企が大気大満環の数値実験を行って来た

ヵ'.
，. ".J 

f と〈にプロッキング鳴象の形成.変動を主目的にしたものでない。しかしこれらの数値実

輸の結果から M プロツキ Y グK似た現象耐を抽出することはできるが，我々が所求するような 予

H プロ吋キYグ勺ま残念乍ら見ることはできない.斯様な;事実を推測すると.

い.精度の良い数値実験でなければ"B工、ki ng"の形成は難かしいと思われる.例えばプ

ロツキ y グ現象の主役である 2波長 3波長の波に着目して，

①:熱の分布 Qを時笥的K回定しないで変勤させる

@:地形円分布，山および海陸分布をRealistic 

する

@ :MOdelの層を数多くする.

などを基本的な条件としておいて.MOdel

もっと次元の高

Q (玄・y.p.七)

distrIbn七iCJnのよう K

日xperimen七 を行なえば成功するかも知れな

L 、市

Wl in-Nielsen の研究

プロ吋キンク覗象の形式については超長波が主役をなしておることは今までの話しからうな

の研究.とれは Tellu日. V01. 11$.必2.

1 9 64年K発表したものであるが.この報告によると大気大講環の変動の主要な役割は超長

波(2; 3波】が演じていることが言はれているロ
..，...， 

とれは冬期笥にやける北半球領域での熱輸送hvを波数別に次のよう Kして

lR=長 h休刊

調らべたもので.この結果は学 10閣から分るように. he a t 

国

有

戸

時
づけられたと思う。最近のWiin・-Nie1sen 

七ransferは殆んどの大部

とく Kpfl.rkが波数 2の波の所に見出されることが注目された分は超長波によって行なわれ.

い，又.少し波数を増じた5波長のととろにも山がある『

-10-
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第 10図

N/~.;..'. ξ 一、

r{ v'の波数

5 波数→

長波のじよう乱による熱輸送も顕著ではあるが.総体的に!見:れば総長波沈よる輸送には及ばな

い、この観点からすればブロッキング現象の場合同絞らず，大気大橋療の変動は波数2，3の趨長

波が主役であり， したがってこの超長波の炎劫を知ることがもっとも大事であるうと推測され

る，

日旦旦旦ヱ日旦と旦!l盟主'?¥，主

冬期習になると，成屑閣内では周極渦が発達し・1l01ar nigh七 Jet strEIamがこ

の渦をとりまいて強い偏西風が吹いている。高度はほぼ 30mbr!nVL位置している。温度分布

は芳 11関のように 500Nを境にして南の部分は対流閣内の分布と&開寸であるが. 5 00 N.以弗

では同じような分布を示している。

回

1∞ 
N.P 

⑫.-:--P.N恥七

第 11関

印。l{

30mb温度分布
..，..11-

J 

→.:JlIlu 



ところで，冬の終り頃になると突然頓化の現象が出現する .ζれが所開 S雌，enWar国唱であ

る.晩冬に近づくと pOlor night Jetを形成している H傾正不安定性 H が弱くなり.

周極渦が崩境し.対流舗内のプロツキyゲに似たような現象が生ずる可周極渦を形成している

大気の流れの pa七七 ernは主として波数ι5の超長波によって鞠或されており.との超長波

がなにかの原因で不安定になったとき周極渦の崩境現象がおこると推測される D SUdden 

Warmingはこの崩壊現象が犠われる前におとることが多したまには同時に起ることもあ
戸一一

=dJ
宮

る.

前にも述べたように，成層幽内の温度分布，風の分布が高緯度の領域では対務醐内の分布が似

ていることから，高緯度だけに出現する対流醐内の H プロヴキ::.'~f'" と成!曹掛内の "Sudden

Wa rm.i ng" とにはi.{echnmi8mの類イJ魅力E存在すると考えられよう.いづれにしても趨

長波が主役として関与していることは留意すべき問題点である，しかし現在の所超長波の不安

定理論がまだ稼立きれていないので推測の峨を脱していない4

プロ吋キ y グ現象がおきているとどのようなエホルギー的変効があるか

長期予報管務官室では 1954年~現在まで毎日の北半球緯経度格手点の資料が作硫・保存

されておるので，この資料から顕著なプロ吋キングが見られた 19 5 8年 1月をえらぴ，北半

球領域でのエホ Jレギーを波数別に調べた。その結果をEnergy flOw にしてdiagram 

磁〈と苧 12図のようである「村上の計算による)

第 12図

h

一一
F

波数別Kよるエネルギーの流れ

巨]
l~O 
園田・・時

!
計
一

2665 
-ーー申[po _J 砂州司

日
146 

4園田園-日
138 

・国四国匝噌砂

司自=ー[日
ぜ岬

矢印叫唱はエネルギーが流れる方向を示すもので，単位は 1σ司 erg目的品である，

-12-
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F川曜が

ここで・ PO'は ZOnal potential en er g. 

energy. Pnキ3は波数5の波以外の( 1， 2， 

r gy K() 』ま Zonal kinetic 

Paは波数5の波のもつPoten七ial

4，.…・・}の波のもつPO七entiale，ne，"" 

は波数 3の波のもつKine七ic e n-en ergy. Ka 

ergy K毘キ3は波数3以外の波のもつKine七'ic enerp:y 

との FIOwDiagramから分るように. Po→;Paへと PO七en七ential energyが流

れている。エネルギ干減れはプロッキY グのt;.い平常の場合の約 4倍の偽;を示している喝

Po は:Zonal m.ean された平均子午菌内の温度分布T(9')の傾度に関係しているので，

p^-p o~ra の変換は.次の~1 3図のように考えられる吋

T 
第 13 j郊

Pt¥-+P3 の変換

N g 
+一一¢

平均温度の南北傾変は{町.P 3 !が行なわれると.緩かになってくる。通常の場合の循環に

おいてもこの現象は現われているが，プ口、ソキング時には{可.P3}が顕藩であることから

慨峨の解慨は大きいといえる。逆削、がまプ口、ソキげのときの温度場{hで代者)

f ーはゾーナルの極度傾度を食って発達する.{ p Ro' P n~特}.つまり Pa →P 1l~3 の芯 nerg-y ，

..FLnw は波数きの波からこれ以外の波ヘエネ"レギーが流れていることで次のように解釈され

る
1 ・

第 14鴎

入ー一一+

高縄支における 5波長の気温分布の模型

-13ー
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巴b

. . f~; νρ川町略的滞日月刑務引i

波数5の温度分布が守 14図の実線のようであったと仮定する"P3~司1:> 11キ5 というのは波

数 5の波の高温償問ま波数5以外の波へ顕熱を与え，低温域では逆に顕熱をもらって.波数5

の温度の振巾を誠らす傾向があることを表わす。プロツキン庁の時にはこのように非線型効来

による違った波の閣のポテンレヤルエネルギー(温度分布、の再配分はきまポ3て顕著である.

f冬期の(PS・P冗場}の平均値の約 6億)すなわち波数5の温度場は Y・一ナルの温度傾度を

食って発達するととも1'(.非線型核県を過して他の波の温度場の賄或をもたらしている。

{P30K3}はP3→ Ka で波数3の波のもつPotential en <:l rgy のーぷ部が同じ波の

運動エネルギーに転換しているととである。これは温度の垂直輸送・所謂ωαで行なわれるも

ので天気関上で次のように考えられる f学15図 1

-14-
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上層ト弓フが下司トラフの後面qc.ある場合，即ちト弓フの上下の軸が後面qc.傾いていると.気

温分布から分るよう κ相対的にはトラフの前面では暖気.後面では寒気となっている

~)~ WTd玄dydp<D・で円フの前面では献の上品鯛では寒気の下降U 、ぅ現象がお

き運動エネルギーが増大する q

JJ)ωTdxdydp<O→ K 

このProce ss が行なはれて PO七白n七ia 1 9 n ergy が減少して K:i.net1c

トヲアの上下の軸が立ち上がって来る。じよう乱は発達の途中Kあり，

下軸が真直ぐに立った時にじよう乱の発達は止まり "0cculude"するようになる

‘ 

自慢唱ア

トラフの上

ー-iI・P 

が増大し，

ロ/8/5∞mb

安定

関

20 

10 

-...J' 

U 10 

安定

L------L..ー .~_-L..__---1
2 4 6 8 

司 g

一ー一一+L (10∞恥)

じよう乱の判定基準閉

活716闘にしめすよう K水平スケールが 12 X 1 03 Km もある超長波は従来の傾圧不安定

理論ではきわめて安定である。これは波長が長くなると安定作用をおよぽすfJー核凍が大き〈

きいてくるためであるa安定であるということはポテンbヤルエネルギーから運動エネルギー

への転換が起らず.したがって擾乱の発達はないことを意味する唱ところが主今まで述べてきた

-15ー
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.ようにプロッキングの時Kは組長波についても.ポテンシヤルエネルギーから運動エネルギー

への転換が大きし強い発達がみられる.このようなことは従来の傾圧不安定理論では期待で

きない.元来超長波は地形手海陸の分布に関連している.不安定理論ではこれらの重要な効果

が考患されていない.とにかく大気大循環の立場からも，長期予報のためにも組長波の変動の

メカニズムを理論的.解析的にしらべてい〈ととがこれからの重要な課題である.

つぎに学12図のKO_K3 の変換について考えよう.図によるとプロツキy グの時にはKむ

から K3へ選動エネルギーの転換力主行われている o (この向きは平均状態とは逆である。)と

のことはプ口、ゾキングの時の擾乱が願庄不安定であるととを意味する.しかし{KO" K3 }の

大きさは 13 8 X 1 rf8 e r g・scelにすぎず{:町・ P3}ゃ{P3・K3}の変換に〈らべて

ー桁小さL、。このととからパ、ロトロピヴク過緩はパロクリニ・ソク過程ほど重要でないと結論す
# 

、時rることは必ずしも正しくない。

と擾乱の運動 Z 芳、 Jレギーのやりとりはつぎの式で表せる。

ド寄付
町

この設が.iEであ;ると緩動エネルギーは帯状措から擾乱の方え流れ.負であれば逆K帯状流は擾

乱から i躍動エ・りレぷーの締給をうける。プロツキy~の時にはKo'→K3 の向きに運動 zホル

ギーが流れる.このようなことが起るためにはプ口、ソキングの時のト弓フの軸の傾きは君"717 

関のように中練度から南側では北西から南東にむかつて傾き，中練度以北では軸がたっている

か，時陀は北東に向って傾いている，.o曜がある。というのはトヲフの軸が北西一南東附頃L、C

恥

24

可E

。

ゆ

uPParLevel 

血庶

ザロ、ソキyグの場合の上厨め Pattern第 17.，図

~ 

羽田T

も'，"<1 :'戸 Jτ

一一一一一一ι乙ー」三斗乙-~ぷiと二.-~，
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ーマー7
いると運動最が南向きκ輸送される(1I i <0 )ところが北側では軸が立っているため運動量

-.，-・.，
輸送はない fZ37=03.故に中緯度では auq-/勺y>Oになる，ここでは je七が.みられる

T す

から前~害いた立と θuv:/⑪ァの積は正になる，すなわち運動エネルギーが帯状流から擾乱へ

向って滑れる包帯状流から運動エネルギーをもらい，擾乱が発達するとともに趨動エホルギー

を南(あるいは北〉へ伝達するa とに角トラフ~ヲエザヂの軸が北西一南東に傾〈ことはひ

んぱんに起るわけではな<.北東一南西に傾いて運動登を北κむけて運んでいる句トラフやワ

エ吋ヂの北西ー南東への軸の傾き，帯状流から捜乱への運動エネルギー補給.したがって11信圧

不安定の状態にあるというのがグロツキ γグの特徴の一つである a

トラフやワエ、ソヂの軸は通常北東一南西K傾いている。この傾きは地衰の偏東風践で運動f設

を補給され.中.高徳度の運動量消費地へ向って運動量を運ぶ必要があることのため陀フ洋的

~ vc要求される。しかし傾きは常vc一定ではなくひどく傾いたり.立ったり.ときには逆K北東

一南西に傾くこともあるo (才18-回参照〉軸の傾きの変化陀つれて帯状流とσ痛の痩動エネ

ルギ一変換が大きくなったり小さくなったり.時Kは逆向きの縫動エネルギーの流れが起る.

.この:変動がパロトロピ、ソクなインデウスサイクルである。

ゆ

晴樹世

， 

巾
4

門口相川】w
 

a
G
C同州

EAST 

示 18 Io. トラフの南北軸の変動
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Thompson ・岸保，荒川の諸氏はパロトロピヴク渦度方程式を用いて. トラフやウエツヂ

の軸の傾きと帯状流 iiの変動を論じたo Low i nde玄 cycle.のときにはジエ‘Vトが荷北

に分流するとともあるととをしめした.実際の大気中でパロトロピ‘Yク的なイ Yデクスサイク・

ルが起っているととを村上がしめしたo FQ と擾乱の運動エネル単一KEの文換量を毎日計算

して.スベクトルを求めてみると適期 10 -1 5日がきれいに表われてくる.

つぎに守 12図のKE--Kπ輔 の非線型効呆について考へてみる.プロッキングの時に

は波数5の波は手機製効果によって.そのほかの波から連動エネルギーをもらっている。その

大きさは冬期の平均状態よりはるかに大きい.すなわち波数5の波{プ口、y・キν グのときの卓

越波 3 は二つのパロト C ピ‘Y ク過程によって・帯状流からも.他の波からも運動;r:;ネ Jレギーを~:;~.

もら って発遣する。.;.;."" r 

非難鍾効果κよる運動エ木Iレ:f!ーの波同志の文換といってもと〈に難しい問題ではな<l' 前 回告

に途ベた帯状械と慢乱の閣の連動エネルギーのやりとりと金〈同じよ弓にま容解ーできる.

Ka♂ K n.婚につL、て考えるなら 3波長の波で応急の強い所 VC~也の波から運動量を補給きて .，" 

れ，風速の弱い所で他の波へ選動量を補給していればKS ← K九キ5 の向きに運動エネ 1レ~~

の流れが起るー逆VCK3 -+ Knキ5のことも実際の大気中で起りうる，イ yデヴクサイクJレκ

呼応、してエネルギーの向きが周期的に逆転する.この周期はやはり 10_15日である{付上、

非線生1の運動エホJνsーのやりとりは定常場と移動性擾乱の簡についても考えられる。日本

側近の冬期についていえば日本上空の・ノエツトの強い所では定常場から移動佐援活Lへ連動エ

ゑ Jレぷーが補袷ぎれており「移動性高低気圧のペロトロピ、ゾク的発遣し高低気圧の墓場であ

るオホー吋ク海附近では移動性擾乱から定常場へ運動エネルギーがh補給されるので移動性擾乱

は衰弱してしまうということを付上が解析的に実証した。

さいどKザ 12図にしめされている ii7p について一言しよう.外向きに ørp が替\，~てあるの

は 500曲面を過して波数5の波陀よって下層チ潔から上層大気ヘエネルギーが補給されて

いることを表わす.すなわちプロヴ生ンゲの時κは波数5の波はポテ :YVヤルエネルギーから

~動::r:.;事 Jバー「転換した大部分のエネルギーを上層大気へ輸出しているふ上層ではー殻陀趨・ 1

長波が卓越しているが.上層の超長波にはポテ:/vヤlレエホJレギーからの転換が少い{行いえ:

ない)ので，主として下層からのエネJレボー補給で維持されているのであろう。とに角プロッ:

勾グのときには切による上層へのエホルギー補維が非常陀大きくなる.村上の その後

の解析によると下層でプロッキングが顕著なときに成層圏で突然昇祖が唱っている.成層調は

きわめて安定で一般に擾乱カ1発生しにくいのであるが.下層から大きなエネルギー補給をうけ

て昇祖高気圧会主発達するのであるう，

" 
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ー
か
'
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一
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'o 

長期予報としての M プロツキyグ現象 H を考察するには何を調べたら良いか

今までの話しの内容から.プロ吋キ γグ現象についてその形成およびメカニズムなどの大体

-1 B-
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一，杭'. 

の像がつかめたと思う.しかし説明の困難な個所がたびたび現われていたように，まだ完全に

1ま理解し得たい現象である.と</1(長期予報として着目寸るLarge-Sc al eな.そして長.

1 期聞に互って持続するような H ブロツキ yゲH については主として超長波のじよう乱が働いて

との超長波の動向を知らなければならない。ととろ也、超長波の変動κついてほ現

在の所.まだ確立した環論ができていないので解析の事実Kもとづいて推測するより H しょう

がないH 状態である.

いるので.

.?" 

;.. 
9日

<' 

プロッキングは普から色々の人々κよって調査研究きれ.また長期予報としては要着目の現象

・というように.お1111じみV亡して簡単なように思われて来たが.実際のj努かなり尊重かしい問題で

成層圏と対務舗との桐互作用危も含めたようなMOdelを考えなければ繰決できないような大

気循環の Special part 

前おきはこれ位κしてとのテーマの本論に入ることにする句解析的事実およびよ〈天気図を見

プロツキ yゲは大体きまワた季節κ.きまった場所Eでおきている句このへん

，-r 

に相当すると考えられる匂

~， 

れば分るよう κ.
-' 

E 

から話をS七artしよう。

1. プロッキングのおこり易い所

ブロッキングは高緯度の海洋域におとり易L、とくに太平洋および大西洋東部K出現するこ

とが多い吟 R昭の調べたプロツキ Yグ高気圧の頻度分布では芳 20恩のよ.5/IC 4 oow_o~ 

" ， 7-1ロッキングのおとりやす
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第 20図

18a'-12o'Wの地域がと</1(多くなっている.緯度にして 600;... 7 QON付近の ZOne 

に頻発しているのが見られる.しからばなぜとのように毎年同じような場所に出現しているの

ぞれに時期的にも2月. 3月におとり易いという観長から・それの出現する存在理由の

物理性がある筈である.まづ*-/1(考えられるのは大気の流れに及ぼす地形の効果である.

J・」

も~"

J
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ヒマラヤ山脈を設けてー般擁古ロッキ一山脈.村上はかつて地形効来を調らべるためκ，

( yの函数】を流して数値計算をしたことがある。

↓
内

油
公a

¥ /  

φ 

180"E O"E援措なRidge

/ロゆ
70<>W 

U 

-ーーー・4・
ーーーーヨ惨

一一一一一-L一一一一一一一』ー 。
180"E l200W 

第 21図

計第の結果を~20図にしめした。すぐ気付くように 0 0，

( ridg e) .低綿度VC:谷(七h01lgh) が現れ.南と北で波の位相が 90度ずれている咽と

t1.l主まさしくプロヅキングの時の波の分布κ似ている，ただし山の影響でできる ζのよ号なパ

1 2 OOWの所では高練度で尾根

タ-;/はプロッキンゲの場κ比しきわめてよわいa しかしながら 00 附近ゃ 12 (J>W附近は山

プロツキy グ高気圧の形成の矛一次的な原因は大山脈の影響である

2. なぜ高締度の海洋域VC:ブロッキング高気圧があらわれるか

前に述べたことから・実際に即応するような場所に implicit

問或する尾根が山脈の影響によってできるとヒが分ったe しかし・ de v e10 pi ngの程度が

effect を導入しなければならない.下の矛22閣は朝倉

片山の両氏が解折から得られた下部対流醐内の 1月における冷.熱源分布である.調壊では冷

源.海洋域では熱源になっている。大体.海陸分布VC:fOllowしたような 2波長形式の

.J) 

噛酔

の影響によってプロツキ Y ゲの起り易い場所であることだけは言えそうに思われる。

にブロッキング高気圧を

弱いとなるとどうしてもHea七

He a七'dis七riblltiOnになっている.

加熱域Q>Oでtお低気圧を発達させ，上層ではトラフの深まりを増す作用を行 h 守21園

陀しめしたように.山によるトラフのできる場所である 700W ，'1 300E附近は丁度加熱

域κ当りその気圧の谷の深まりをHea七 eff白 ct VL よって増す.つまり rrr~ugh を発達

-20-
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させる.とりもなおさずTrOughの発達は

その次の位相のRidgeを発達させるととに

なるのでプロツキンゲ高気庄..，...g)形成へと進

展すると考えられるw冷需品源の分布は通常上

記のような分布をしているので地形効果と栂

まってプロッキングのおこる場所も大体にお

いて固定しているわけである。

d 第 22凶冷熱源分布(1月)

‘議〆

3. 何にを調べたら良いか

さて，との長期予報談話会の主目的である H 長期予報の立場からブロッキングを検討しよう

とする際には何にを調べたら良いかM の最も肝心なPar七に入ったわけだが.正直のところ

「盲巨象をさぐるjのたぐいでまだまだ縄本を完全κ把握していないので良く分らなL、。

もっとも環想的と思われるものは，前にも述ペたようにブロッキングの形成，場壊などを含め

たBIOcking Phenomena' s lifeを主目的とした数値実験を行Tよって，流れの変動

のPrOcessを力学的，熱11学的な視野から調べることが夜;いと忠われる，しかし.来年2

月の技術検討会ということになると.時間的な制約もあり. MOdelの設定などにも多大な労

力も考えられるのでとれは無理である。となると.次に頭にうかぶことは手近にある資料を使
ァ γ -r， IQ 

って調べることである.顕熱輸送hv. 運動鐙輸送 1117.じよう乱の目安すV¥エ不Jレギ一

転換量.および各種エネルギー量などは手近にある資料としてはもっとも良いと忠われる，

ただ. BIOcking現象の前当回9要素の調査κなるとどれが良いか見当がつかない。プロツキ

y グ現象は趨長波が主役として介在して，各種のじよう乱波の抱互作用(非線形)が多種多様

な形で作用して形成されるもので.解折からではどうしても同時的な域を脱することができず.

どの要素がどのような形に作用して.その結果が次のPrO c El SC にどのように effectを

波及して行くものかは判然、としないのが通例である。

，づ
uVfI(ついて

17  
じよう乱による連動量輸送uvはトラフの南北軸の西fI(片寄るか.東に傾斜しているかに関係

している量でプロッキング現象とは大いに関係のある量である.

長期予報管理官室にある資料をもとにして調べて見ると.北半球平均のZonal 工nd白玄が
-rづ

H igh Ind exの場合には. uv.>Oで北向きの運動量輸送が行なわれており. ZOnal 

-21-
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Tづ
IndexがLow Indexの場合には uv<0で南向きの運動量輸送が高緯度-C'は顕著である.

勿論Uで怯北半球浮均の意味でのことであるので・所求のどこの場所で BIOcking が顕

著なのかはつかめない.唯どこかで起きているというだけである.

bdd F.ln warmit~~ ーをとれと類似させて調べたことがあるので.報告すると次のようで

ある.. (付上の計算)
-r.7 

模式的κ害〈と方23聞のようである.高緯度にはuvのOe11 がIndex.cyc1e とい

われる o 1 0日-15El.の周蜘で正負の符号を変動じている司その中で時として27〉 Oで
づ戸ヴ

Intensityをかなり増し'顕著κなるととがある "uv'<o=ヰ:$ui >0  しかも顕著vκ亡な

つた直前κ温度0κE急激な変化がおとり上昇している所謂Sudden warmi n昭gの現象がおき

ている園
k

，L

辺、

u'v'>o 

ー同. -・1

て註) Sudden Warmin偲

低緯度K奮いたが.これ
" 

は分り易するためで.高
' 

u'v!>o 10 日 ~15 日 、
" 緯度κ発生する，時繍9

.1'.1 
. '1.'.'-

の発生を見るために記し

たもの注意されたい"

ll 
10 日.......15・日 " 

dぬ〆

u'v'<o 柚仇

日"""15日 " 

-一↓

骨一一一一ー Eq

S.udde n W!l.r mi ngと狩の図 f成層薗)
-22-



r7  
こういう観点からすると温度の急上昇という温度変化とLl"とはかなり密接な関係を有してい

ることが分る。成層関内の Sudd白 n warming現象と対流関内のBIOcking 現象とを

同一視することは余りにも冒険的であるが.多々類{比点、もあるという観点からこの考え方を対

" 対閣内まで授接すれば uすという量を守23.殴ヲように Isoplethを作成して見ると何かっ

かめるかも知れない・ブロッキング的要素をもっ気圧の尾根を形成する一世流言の変動もこの

11Jの変動κ左右さ九この意味でも重要な震であるの

p κついて

運動量輸送13κ関連して大事な議は42.つまり H じよう乱の摘さ H である。前にも述べ

たようにiA7lZTro正ghの南北軸の傾斜に関係している抗とればかりではな〈れにも左
T;， 

ol 害されて変動する最である。したがってザーも調べる価値があると思われる。別な見方を寸れ

同州

Jば，例えば天気図上では，じよう乱の強さ加は・大気の流れの乱れの槻韓.つまり涜れの蛇

行の程度を示すものと考えて差支えない。 ~2 =i流れの11-{eand eri ngを示す。実際に

1 9 64年の冬の期笥を選んで調べて見ると.BOlocknig とNon-Bl0 cki ng の場合

とでは[2の分布に明瞭な差主主力・喝われているa この調査の結果l士号724図に示すj重りである

が. 2月の終り頃か九3月の初め頃にかけて(約 12-1 3 iヨ閥、{注:下の数字は半告]の番

号~ 1:1:高緯度には科のかなり顕著な Ma玄が見られ，常の後は比較的弱〈たっている F 平均

天気回で照会して見ると，丁度。。起の高練度を中心にしてかなり顕著な BIOckin尽ヨigh

が広範聞に広州.しかも械をし，全体的I'LIi.M9anderingも大き1，、ょうであった。しか

し.12の顕著なMaxが高綿度に出現したから M どこの場所にプロツキンゲカ追われたか 1"

という肝心なところは依然として不明である。。佳 H どこかに存在している H ということだけし

か分らない。また顕砦でないブロヅキング(それが依東であって日本氏自 ff白 c七を及ぼすも

のであっても 3は消される恐れは多分κあるという欠点、があるa したがっ'¥:. 

Lar望日-Scale な立場から流れの変動の転換を見るI'Lr:t.石なる量は必要である

ということは言える.

一般流言，選動量輸送1TJ.じよう乱の強さ伊の置動学的長は桐互κ栴たづきえて守成，維

持されて行くもので.三者を綜合してたえず見ておく必要があろう。我々が着目している現象

i-:! 'f~2 
は比較的大規模なじよう乱ということになるので 11'1. V の図でも分るようにスケールの

カj、を念頭V亡入れておかなければならない，

-23.....， 
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; 訂正'，，~吻K'

J当
':;~;~:，>~，::吋，". .~"手'r:'~~甥物誘拐物関知ワ:1 ':1勺':，"".:''''i.'''':~:;-''''吾首:ri\r~;.: 7，.:~ .:' 

a
 

，
 

τrーi _T:7 熱ブJ学的諸量，例えば顕熱の輸送立証v.hω あるいはエネルギー量，白それらの転換量なども

揖れの変動を知る主にとす亡扶壊な量である.これらの物理量については前章で，

詳細に説明したつも勺である何?で省略する。以上点々と話したことから，何がー骨BI0ekir理院

大事な量かと言われても艮|塔しかねる。皆大事な量であると言えば京事である。冒頭K述べた

ーょう陀いろいろ私盆が複雑K作潤して，これが時h刻々変動してゆくその Processが大気

その効用を

. ..'t・'、・ 1

の滞れとして現われているの切でー対ζ つの量をとって見て究明され縛るという性質で情ない

と息われる。 BI0ckingという題から divevge してしまったようなお話をして恐縮であず・

とにか〈やって見て，解折をup して，るが，本文の内容から適当と思われるも侃をPick

行うよう望みます。

j
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・
J

d 
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極東におけるブロッキング活動の統計的調査米，

本庁予報課佐々木良一

まえがき

プロツキ yグの予報は極めて重要であるが，殆んど成果が上がっていな L帆カ現状であるう。

そこでその予報の開発のためにも，この現象をわれわれに最も関係の深い極東域についての組織

的な統計資料を調査するととは重要な意義をもっていると考える。

プロッキングの調査にあたって，先づ問題になるのは，その定義であろう。すでに D.F.Re玄

( 1 9 50年)やEl1iott and Smi七h(1949年)よってその定義が提唱されている

か.参考までに次にかかげる。

4
戸

、

学 1表プ口、y=tyグの定義

(1) Rex 

a)基本的な偏西風が 2分枝流に Spli七する.

b) 各分枝涜はある程度識別できねばならない。

c )この二重Vエツト構造は少なくとも経度巾 450にまたがる。

d)帯状流から宮前流への変化が急激であること。

e) この状態が少なくとも 10日聞は持続すること。

(2) El1 i 0七七 and Smi七h

a) 20mbまたはそれ以上の地上気庄偏差械が少な〈とも 5日聞は持続すること。

b) この偏差域は南北VCf:t.5 50~吸び 60 0Nをおおい東西には経度巾 1 5。以上の広がりを

有すること。

~ 1 プロッキング循環の定義と強さ

とれらの定義vc従うと， Rexその他の調査結果でもわかるようにかなり揖模の大きな現象

であるため，極東域では殆んどあらわれないことκなる。しかしわれわれの経験から推して，

とれより小さい規模のものでも予報上からは見逃がせない。 ζの意味で極東域に限定して，次

のような定義を試みた。

プロッキングの型は芳 1図VC示すように，典型的なもの(1型)以外にも，高気圧(n型)

または奴離低気圧(I型)のみの場合も含め，次のように規定した。

ヂ‘温"

、総L

米 とれは長期予報談話会の依頼で佐々木氏に話していただいた内容を久保木(長期)と編集

部でまとめたものである。そのうち予報技術資料のーっとして本印制し配布される予定で

ある。

-26ー
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d 

.， 

S 

。)定義

I ) 多少にかかわらずSpJ.，it Curren七が存在する。

jj) 少なくとも U 状態が5日間以よ持続する。

学 1図 プロッキング循環の定義と強度

十J包:11:k!:λ:

ヘ;」y;γ/一

-27--
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e 

~: ..切r!J!r~I'J;: ，寺山F円三

(2) 強 度米

Splitの東西距離(a ) 

a~. 60010 ng， 6 Oto>a>4 00 ， 

Sp1i tの子午錦距離 (b) 

ドミ吉 200 ， 2 O">b>l 50 ， 

循環の瞬間強度

aO + hO 吋~ aO+ b 

8脅 a' + b ↓ 

循環の全(掠摘}強度

r Aと 5 日

S (強) B主 10 日

t A -ト B2" 1 0日

( A < 5臼

I 1 0日>Bど 5日
M(並)~ 

1 0 臼>A+B七三 5日

並

; -S: 4 00 

b' < 1 5・

a + 

a + 

a + 

i司会度κ関係なく持続日数 10日及び以上

(A+B<5日

W(弱) ~ B < 5日

l持続日数 10回以下

これらの定義陀もとづき， 1 9 53年-1962年の 10年閣の毎日 21hの500mb高

層天気図κついてプロツキシグ循環をとり上げ，その層，'ijljfむを行った。調査範囲は400E~

1200Wの領域である。

82 プロッキング循環の発生分布とその季節変化(以下末尾の図を参照されたいJ

示 2図 ブロツキyグ高気圧総発生分布図

との調査期間中 (1 0年間}の総発生数は586個で，ベーリンゲ海，オホーツク海北西

部，カスピ海北部で最も多い@

米 a • bはいづれもプロツキYグ宿環σ酒乱スケーJレを規定するが， ζのうちbはその位相

速度をも規定する.即ち偏西風一定として比較的小さいbVC対して削贋行を示し， bの増

加につれて次赤に停糟から逆行を示すようになる。 Ref.，C.G.RoliIsby(1950) 

J.Chine日s Geophysica1 80e.， 2.1. 1-13. 

-28-
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J 

強度によって次のような特徴がみられる占

方 3-1図 プロッキング高気圧(強}発生分布

ベーリ yグ海v'c多い。

方3-2図 プロツキ Yグ高気圧(並}発生分布

オホーツク海北西部に多い。

方3-3図 プロツキ yグ高気圧(弱)発生分布

方 2図v'c似る。つまり京2図の分布は(弱}のプロッキング教がウエートを占める。

ζ れらの季節変化による特徴は次のようである。

方4-1図 プロツキY グ高気圧(冬期， 1 2， 1， 2月}発生分布

総数 13 9，ベー 1):;.グ海，カスピ海北部/fC多い。、

珍4ー2図 プロッキング高気圧(春期， 3， 4， 5月)発生分布

総数 15九カヌピ海北部，オホーツク海北部，ベーリ Y ゲ海。

またこの季節のみ，中部太平洋にも現われる。

方4-3図 プロツキy グ高気圧(夏期， 6， 7， 8月)発生分布

総数 17 6，オホーツク海北西部，ベーリ γグ海

和 一4図 プロッキング高気圧(秋期， 9，10， 11月)手控分布

総数 11 2，オホーック海北西部ータイ三 Jレ半島，ベーリ y グ海

要約すると 550N以北の高緯度に多く発生し，またベーリ Y ゲ海方面"は年を遜じて発生するが，

カスピ海方面は冬，春のみ， ;tホーツタ海方面は冬はおとっていない。

a3 ブロッキング循環発現分布とその季節変化

毎日の天気図上である場所陀プロッキング循環が見出されるならば 1Bと数える。同時にこ

つの場所でおとっているならば延2日となる。

学5図 プロッキング高気圧総発現分布図

この調査期間中総発現日数は延50 60自主E数え，その位置はオホーツタ海北部から北極

海κかけてとカスピ海北部に多い。

強度によって次のような特徴がみられる。

~6-1 図 プロツ，キY グ高気圧(強)発現分布

北極海 (7.5".....8 cfN， 1 7 5.'右中心)に多い。

者，.6.-2図 ヅロツキ Y グ高気圧(並}発現分布

若76-1図に同じ . ¥ 

苦"6-3図 ブロッキング高気圧(弱)発現分布

カスピ海北部，及びオホーック海北部にあるものは殆んど弱いと考えられる。

季節変化による特徴は次のようである。

示7-1図 プロッキング高気圧(冬期}発現分布

-29占



総日数 11 7 5日

学 7-2図 プロッキング高気圧〈春期)発現分布

総日数 1343日

赤7-3図 プロッキング高気圧(秋期)発現分布

総日数 883日

余 7--4図 プロッキング高気圧(夏期}発現分布

総日数.1645日

?γ 

夏期はオホーツク海北西部で多いがその他d苫季節はオホ~'1ク制揃ーヰ晦海とカスピ海地万

の二つに中心をもっ。

Sl1 上i霞のブロツキY グ高気圧と地上の高気圧との関係 ) 

各強度毎に上j霞と地との対応をみると~8図のようになり，いずれの場合も地上の高気圧は

上層の尾根の北東側に位置~て h唱。しかし意2表にみられるよヨに弱いプロッキング程遠く

操れ(65 o.Km平均)，傾きが大きくなる。

~2 表地上高気庄と 50 0. mb高気圧の水平距離

強 ド距離刷慶 数
， 17 1， 3 9 0 3 14 

81 8，4 0. 0 . . .1;4 1 8 

1，7:.56，4 9 0.' 1. 2.8 16 

!一一計 i 2，746，2.80. .4144.8， 

， 

学8図 プロッキング高気圧の傾斜

A (強)

出O

1加

地上からみた5o..o.mb高気圧の方位

B (並)
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.. a5 ，プロッキング循環の持続回数

方?図は各強度別に持続日教の度数分布を示したものである σ.

A(強〉ー?最も長三:続いた例は27目。最大のピークは，.15-16同で平均 17.4日程

。 i度である。.

君71のピーク.は 10日，矛2は 158，平均 11. 3日

4日前後が多い。

• 

、ー、

1手(並)-，-

o (弱)ー

:~. 

プロッキング循環の強度別持続日教の度数分布
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ー

:ー ととに掲枇調査資料臨析予報課の佳味さ持によって進められてL、h H 極東

におけるプロッキングとその予報H に関する調査のごくー唱を紹介して頂いたものを編集部でま

とめたものである。今年度の長期予報揖術検討会でもこの種のテーマがとり上げられるのである

が， ζの調査は最もー基軸鈎な資料として，重要と思われる。との上に立って，予報技術の開発が

進められれば幸いである.調査段階の途中て快〈紹介して頂いた佐々木さんK感謝じます。
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正誤(第4巻第1号)

(1) 1会頁下から 7行自 lH(おけるよりもは NI'Cおいてはの誤り，

(2) 24貰分 1図カントン島の成層圏における帯状流の変化の中で，西紀年号上の月の・標示の 6と・

あるのは 1の誤りで，なお1. 7 I'C多少ずれがある。

編 集・あとがき

昭和41年2月の全園長期予報技術検討会問主寒候期の1カ月予報法が取り上げられる。 1カ月

予報法となると当然プロッキングが組上Kのぼるものと思われる。プロッキング現象は予報上重

要な因子として誰れしも認めるものであり理論も或る程度までは研究ぎれているが，予報の素材

としてはまだ体系づけられていない。

今回はプロッキングの基本的な失識と極東における実体をそれぞれ気研の村上さん及び本庁予

報課の佐々木さんに話レて戴いた内容をまとめて編集した。とこに掲載を快諾され労をいとわず

筆を加えていた x いた両氏ととれをまとめていた~\.、た渡辺，久保木両氏(長期予報管理官室)

に 厚くお礼 を申し上げる。(編集子)
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